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元はすえさんに 

という 
響サ 

こどで描いて頂きましたc・ 



議会だより 
昭
和
六
十
三
年
第
十
回
十
二
月
定
例
 

町
議
会
が
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
 

日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
特
 

別
職
や
職
員
給
与
改
正
条
例
の
一
部
改
 

正
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
活
発
な
 

審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条
 

例
 

⑥
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
町
長
・
助
役
・
収
入
役
給
与
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
 

定
 

⑥
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
 

そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
以
 

上
三
件
の
特
別
職
の
報
酬
等
の
改
定
に
 

つ
い
て
は
、
十
二
月
八
日
に
特
別
職
報
 

酬
等
審
議
会
よ
り
答
申
を
受
け
、
そ
の
 

答
申
を
尊
重
し
、
近
隣
市
町
村
と
の
均
 

衝
を
考
慮
し
改
定
し
ま
し
た
。
 

⑨
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
‘
以
上
二
件
は
、
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赤池町長 

日野喜美男 

新
春
を
迎
え
る
に
当
り
、
町
民
の
 

一
み
な
さ
ん
に
謹
し
ん
で
、
 

一 
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

一 

昨
年
は
、
町
制
施
行
「
 

」 
い
う
ー
つ
の
く
ぎ
り
の
》
 

一 

「
童
謡
の
ま
ち
」
を
宣
（
 

一 

回
童
謡
ま
つ
り
を
初
・
 

一
各
イ
ペ
ン
ト
を
、
町
民
（
 

一
の
お
力
に
よ
り
企
画
立
（
 

一
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
エ
 

一 

「
町
花
」
「
町
木
」
「
町
島
ー
 

一
」
4
d
 
・
し
j
c
 

立
十
周
年
と
 

千
で
あ
り
、
 

旨
し
た
、
第
 

め
と
す
る
、
 

の
み
な
さ
ん
 

条
し
て
項
き
 

ま
し
た
。
 
又
 

一
や
 
「
町
民
 

？
」
＋
の
い
さ
 

憲
章
」
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
 

応
募
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
制
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
御
支
援
、
御
協
力
を
衷
心
よ
 

り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
五
十
周
年
 

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
ま
え
、
十
二
年
 

後
の
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、
赤
池
町
 

の
目
指
す
「
個
性
あ
る
町
づ
く
り
」
を
 

骨
格
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
 

知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
そ
 

の
実
現
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。
 

幸
い
に
も
 
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
 
と
い
 

う
こ
と
で
、
国
か
ら
交
付
金
が
決
定
し
 

ま
し
た
の
で
赤
池
町
活
性
化
に
向
け
、
 

有
効
な
運
用
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

さ
て
、
御
承
知
の
よ
う
に
赤
池
町
の
 

財
政
事
情
は
依
然
き
び
し
い
状
態
に
あ
 

、
‘
‘
く
く
く
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、
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り
第
三
次
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
に
一
一
 

と
も
な
う
新
会
社
に
よ
る
レ
ー
ル
バ
ー
 

ス
運
行
、
将
来
的
な
見
地
に
立
っ
た
一
 

伊
良
原
ダ
ム
建
設
、
下
田
川
共
同
し
一
 

尿
処
理
場
改
築
工
事
な
ど
、
多
額
の
 

財
源
が
必
要
な
諸
問
題
も
山
積
み
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
 

れ
ら
の
ー
つ
ひ
と
つ
に
誠
心
誠
意
努
 

力
を
重
ね
て
い
け
ば
、
道
は
開
か
れ
 

る
と
確
信
し
ま
す
。
 

一
一
 

「
町
民
の
み
な
さ
ん
」
「
町
議
会
」
 

一
一
 

「
行
政
」
三
位
一
体
と
な
り
、
明
日
 

を
見
つ
め
つ
・
力
強
い
歩
み
を
進
め
 

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
 

し
ま
す
o
 

一
一
 

一F
ー

・

ー

 

町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
 

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
 

す。 
一
九
八
九
年
の
新
春
を
迎
え
て
皆
 

様
に
は
新
た
な
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
 

ま
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
ご
推
察
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

新
年
と
は
人
の
心
を
一
新
す
る
契
 

機
と
な
っ
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
も
の
 

で
す
。
 

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
 

町議会議長 

水永 康雄 

国
の
人
事
員
勧
告
に
準
じ
て
職
員
の
給
 

与
改
定
を
行
う
為
、
条
例
の
一
部
を
改
 

正
し
ま
し
た
。
 

一 

般
 
質
 
問
 

同
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
に
伴
 

う
財
政
上
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
は
、
一
 

又
、
特
別
会
計
と
の
関
係
及
び
復
元
に
 

対
し
て
の
国
や
県
へ
の
運
動
は
。
 

岡
産
炭
地
に
対
し
て
は
、
臨
時
財
政
特
 

例
と
い
う
こ
と
で
、
補
助
率
の
引
き
下
 

げ
分
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
か
な
い
ま
 

で
も
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
 

が
ら
一
般
会
計
よ
り
各
特
別
会
計
に
不
 

足
分
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
、
 
一
般
会
 

計
の
苦
し
い
現
状
を
考
え
る
と
困
難
で
 

す
。
な
お
、
国
や
県
へ
の
運
動
は
現
在
 

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
住
民
や
 

町
議
会
の
お
力
を
借
り
て
要
請
を
行
っ
 

て
い
き
た
い
。
 

岡
今
回
の
電
柱
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
 

今
後
の
行
政
責
任
と
指
導
は
、
又
町
営
 

住
宅
の
ガ
ス
業
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
と
住
 

民
生
活
の
影
響
は
。
 

岡
今
回
の
い
た
ま
し
い
事
故
の
責
任
は
 

痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
 

事
の
な
き
様
、
管
理
保
善
を
徹
底
し
て
 

い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
町
内
外
の
ガ
ス
 

業
者
の
ト
ラ
ブ
ル
と
住
民
生
活
の
影
響
 

で
す
が
、
お
互
い
の
企
業
努
力
で
競
い
 

合
う
こ
と
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
は
、
 

住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
住
民
 

が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
指
導
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

同
赤
池
町
の
町
づ
く
り
、
商
店
街
、
町
 

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
た
だ
正
月
を
祝
う
 

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
を
考
え
 

て
新
し
い
一
年
の
生
活
設
計
を
た
て
て
 

新
し
い
年
の
希
望
の
出
発
点
と
し
た
い
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
は
町
制
五
十
周
年
と
い
う
ー
つ
 

の
節
目
を
迎
え
、
人
の
心
の
豊
か
さ
を
 

求
め
て
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
、
活
気
 

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
全
町
 

民
の
皆
様
方
の
参
加
の
も
と
に
い
ろ
い
 

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

特
に
、
童
謡
ま
つ
り
や
ふ
る
さ
と
フ
 

ェ
ア
ー
に
は
多
く
の
皆
様
方
が
参
加
下
 

さ
い
ま
し
て
、
広
く
県
内
外
に
赤
池
町
 

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
 

，

‘

 

，
‘
 

民
会
館
、
庁
舎
建
設
予
定
地
周
辺
の
環
 

境
づ
く
り
は
。
 

同
財
政
的
に
苦
し
い
状
態
が
続
く
中
で
 

充
分
な
事
は
す
る
の
は
無
理
で
す
が
、
 

商
工
会
や
、
役
場
担
当
課
と
の
協
議
を
 

重
ね
、
出
来
る
こ
と
か
ら
実
現
し
て
い
 

き
ま
す
。
 

岡
天
皇
問
題
に
つ
い
て
自
粛
、
又
崩
御
 

さ
れ
た
時
の
行
政
の
あ
り
方
、
そ
し
て
 

憲
法
と
民
主
主
義
的
原
則
と
の
考
え
方
 

は
 。

 

同
自
粛
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
感
情
を
 

最
優
先
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
 

す
。
崩
御
の
際
の
行
政
の
あ
り
方
と
し
 

て
色
々
な
話
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
 

に
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
が
 

現
状
で
す
。
お
そ
ら
く
国
や
県
か
ら
の
 

通
達
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
 

れ
か
ら
最
後
の
質
問
の
主
権
在
民
と
、
 

国
民
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
と
の
事
で
す
 

が
、
日
本
の
国
民
感
情
か
ら
考
え
ま
す
 

と
心
の
問
題
で
も
あ
り
極
論
は
で
き
ま
 

せ
ん
が
、
国
民
と
天
皇
両
者
あ
い
ま
っ
 

て
、
敬
愛
と
尊
敬
の
上
に
信
頼
し
合
っ
 

て
い
く
の
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
 

今
後
ど
の
様
な
事
態
に
な
る
の
か
分
 

か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
様
な
際
に
も
、
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
心
や
、
議
会
の
方
の
 

意
見
を
よ
く
ふ
ま
え
た
上
で
、
処
理
し
 

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

請
 

願
 

⑥
第
十
七
支
所
鉱
害
復
旧
に
伴
う
道
路
 

新
設
に
関
す
る
請
願
‘
産
建
委
員
会
 

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

 j 

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

五
十
周
年
を
契
機
に
新
た
な
る
決
 

意
の
も
と
に
将
来
の
益
々
の
発
展
を
 

念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
 

明
る
く
住
み
よ
い
調
和
の
と
れ
た
町
 

づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
町
民
の
皆
様
 

方
と
共
に
遭
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
 

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
 

変
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
せ
つ
に
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
 

年
の
初
め
に
当
た
り
、
皆
様
方
の
一
 

層
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
 

て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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⑥
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
の
全
容
解
明
を
求
 

め
る
請
願
書
 

⑥
「
原
爆
被
害
者
援
護
法
」
制
定
の
促
 

進
に
関
す
る
請
願
→
以
上
二
件
の
請
 

願
に
つ
い
て
は
採
択
の
上
、
関
係
各
省
 

庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

補
 

正
 
予
 
算
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
一
億
六
千
百
三
十
万
一
一
 

千
円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
、
 

四
十
五
億
三
千
百
五
十
六
万
一
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
 

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
、
 
一 

千
八
百
九
十
二
万
四
千
円
、
土
地
開
発
 

公
社
用
地
取
得
費
と
し
て
三
千
万
円
、
 

国
保
制
度
改
正
に
伴
う
特
別
会
計
へ
の
 

繰
出
金
二
千
二
百
九
十
万
三
千
円
、
農
 

地
水
路
の
復
旧
経
費
と
し
て
三
千
七
百
 

三
十
七
万
七
千
円
な
ど
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
「
犀
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
 

算
‘
五
千
万
円
を
追
加
補
正
し
、
予
 

算
総
額
が
四
億
一
千
六
百
三
十
万
二
千
 

円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
貸
付
事
業
 

費
の
貸
付
金
五
千
万
円
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
→
資
本
的
経
費
で
 

四
百
六
十
六
万
五
千
円
を
追
加
補
正
し
 

資
本
的
経
費
の
総
額
が
三
億
二
千
六
百
 

五
十
三
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
 

容
は
地
域
改
善
施
設
整
備
事
業
と
し
て
 

大
谷
地
区
配
水
管
布
設
工
事
の
経
費
で
 

す。 
⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

民
生
委
員
の
方
が
 

か
わ
り
ま
し
た
 

浦
田
一
さ
ん
の
逝
去
に
と
も
な
い
、
 

新
し
く
長
野
積
さ
ん
（
大
谷
）
が
、
十
 

二
月
一
日
付
で
厚
生
大
臣
か
ら
、
民
生
 

委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和
六
 

十
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
任
期
で
 

職
務
を
行
い
ま
す
。
 

担
当
の
地
域
は
、
常
福
・
大
谷
・
今
 

屋
敷
・
上
里
一
、
二
・
中
里
・
山
崎
・
 

板
取
・
高
見
台
・
大
谷
団
地
で
す
。
 

下田川四カ田丁 

合同消防出初式 
1月8 日（日） 午前9時30分 

方城町町民グラウンド 

一
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

→
二
百
六
十
四
万
二
千
円
を
追
加
補
正
 

し
予
算
総
額
が
五
億
七
千
八
百
七
十
四
 

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
の
主
 

な
も
の
は
、
国
保
制
度
の
改
正
に
伴
う
 

も
の
で
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
 

軽
減
分
は
、
従
来
財
政
調
整
交
付
金
で
 

措
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
 

三
年
度
よ
り
こ
の
財
源
措
置
は
、
国
が
 

二
分
の
一
、
残
り
を
県
と
町
で
四
分
の
 

ー
づ
つ
負
担
し
、
 

一
般
会
計
か
ら
国
保
 

会
計
へ
繰
入
さ
れ
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
 

こ
と
に
伴
い
、
歳
入
の
財
源
更
正
を
行
 

う
も
の
で
す
。
 

指
定
・
変
更
・
選
任
 

⑥
指
定
金
融
期
間
の
指
定
‘
行
政
改
革
 

大
綱
の
主
旨
に
の
っ
と
り
住
民
サ
ー
ビ
 

ス
の
向
上
と
、
出
納
事
務
の
効
率
的
運
 

営
及
び
安
全
を
は
か
る
見
地
か
ら
金
融
 

機
関
を
し
て
、
公
金
の
取
扱
い
の
た
め
 

株
式
会
社
福
岡
銀
行
を
指
定
す
る
も
の
 

で
す
。
 

⑥
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
 

規
約
の
変
更
→
災
害
共
済
基
金
組
合
 

の
事
務
に
、
公
営
競
技
収
益
金
均
て
ん
 

化
基
金
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た
め
 

組
合
規
約
の
変
更
が
必
要
な
た
め
議
会
 

の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

の
選
任
→
現
委
員
の
香
月
昌
憲
氏
が
 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
を
も
 

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
 

し
て
上
野
地
区
か
ら
、
太
田
荒
喜
氏
が
 

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤池町成人式-3日（同和対策中央研修所） 文化財防火デーー26日（文化庁・消防庁） 
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愛
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
 

地
区
公
連
会
長
立
花
 

杉

夫

 

●

長

 
63 

年
度
は
、
町
 

会

制

 50
 

周
年
記
念
行
 

花
事
な
ど
、
想
い
出
 

立
多
い
年
で
し
た
o
 

こ
の
各
種
行
事
に
地
区
公
連
は
積
極
 

的
に
参
加
し
、
特
に
童
謡
ま
つ
り
開
催
 

に
伴
い
、
童
謡
館
 
「
ォ
レ
ン
ジ
・
ジ
ュ
 

ー
ス
」
の
販
売
を
手
掛
け
ま
し
た
が
、
 

地
域
の
力
強
い
ご
協
力
を
得
て
1

カ
月
 

間
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
童
 

謡
ま
つ
り
も
、
各
方
面
か
ら
の
暖
か
い
 

ご
支
援
に
よ
り
無
事
終
了
、
来
年
に
向
 

け
て
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
 

21
 

世
紀
に
向
け
発
進
し
た
 
「
赤
池
」
 

ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い
わ
が
古
里
の
 

ミ
ノ
寒
煉
ノ
ミ
？
ミ
？
ミ
ノ
ー
 
‘
議
〈
寒
？
ミ
ノ
ミ
ノ
！
 

スポーツの日常化 

体育協会会長 大島 勇夫 

体
育
協
会
の
昨
年
度
を
 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
町
 

民
体
育
祭
が
2
年
連
続
の
 

雨
天
中
止
と
い
う
最
悪
な
 

シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
と
な
り
 

ま
し
た
が
、
 
50 

周
年
事
業
 

N
H
K

ラ
ジ
ォ
体
操
会
を
 

は
じ
め
、
町
財
政
厳
し
い
 

中
、
町
民
の
熱
意
に
よ
り
 

設
置
し
た
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
活
用
な
ど
、
 

多
種
、
多
面
に
亘
り
活
動
を
行
う
こ
と
 

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
各
町
 

内
団
体
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
援
助
の
 

賜
も
の
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

非
行
の
な
い
明
る
い
町
に
 

赤
池
町
補
導
員
連
絡
会
（
日
野
茂
春
 

会
長
）
で
は
、
地
域
の
環
境
浄
化
と
青
 

少
年
健
全
育
成
の
思
想
の
高
揚
、
青
少
 

年
の
非
行
化
防
止
を
目
的
に
定
例
的
に
 

会
議
を
開
き
、
地
域
の
情
報
を
交
換
し
 

そ
の
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
最
近
 

特
に
自
転
車
の
2

人
乗
り
や
バ
イ
ク
の
 

無
免
許
運
転
が
増
え
て
い
る
の
で
、
皆
 

様
方
も
充
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
ご
 

協
力
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

有
志
指
導
者
、
続
々
登
場
 

町
民
 

学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
紙
粘
土
に
 

よ
る
壁
か
け
や
マ
イ
ネ
ッ
タ
ー
小
物
、
 

人
形
な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

今
度
、
波
多
洋
子
さ
ん
と
出
口
恵
子
 

今
も
存
在
す
る
因
習
 

こ
の
同
和
問
題
の
シ
リ
ー
ズ
も
早
い
 

も
の
で
、
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
を
見
る
と
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
 

科
学
技
術
の
目
ざ
ま
し
い
発
達
が
見
ら
 

れ
ま
す
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
 

し
た
ち
の
生
活
や
、
社
会
の
よ
う
す
は
 

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
ふ
 

り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
昔
か
ら
の
世
間
 

体
や
、
し
き
た
り
、
或
る
い
は
、
言
い
 

伝
え
や
、
迷
信
な
ど
が
あ
る
中
で
、
毎
 

日
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
何
か
行
動
を
お
こ
そ
う
 

と
す
る
時
、
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
物
 

笑
い
に
な
る
」
と
か
「
一
」
ん
な
一
」
と
を
 

将
来
を
、
若
い
世
代
に
受
け
継
い
で
も
 

ら
え
る
よ
う
愛
さ
れ
る
町
づ
く
り
に
向
 

け
、
前
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
 

地
区
公
連
も
、
昨
年
の
地
域
の
団
結
を
 

な
お
一
層
強
化
し
本
年
に
向
け
理
事
、
 

役
員
一
同
精
進
し
て
参
り
た
い
と
念
じ
 

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
 

り
一
層
の
ご
指
導
を
願
い
、
今
年
も
幸
 

多
か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
 

ふれ合いと文化 

文化団体協議会長 久原 弘 

河
村
光
陽
童
謡
ま
つ
り
 

は
、
予
想
ど
お
り
の
大
成
 

功
を
納
め
、
町
民
と
し
て
 

爽
や
か
な
気
分
に
浸
れ
た
 

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
 

と
こ
ろ
で
す
。
 

町
民
文
化
祭
の
芸
能
発
 

長
表
会
は
、
2

日
間
 

会
 
に
分
け
て
熱
演
が
 

原
繰
り
広
げ
ら
れ
、
 

久

舞

台

e
H

で
は
 30 

》
終
ん
乞
“
以
引
ノ
ノ
4

の
 

庁
喫
贈
ツ
六
ま
ー
丈
ケ
a
各
ッ
 

地
域
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
通
し
、
新
し
い
「
赤
池
」
づ
く
り
を
目
指
 

し
日
々
精
進
さ
れ
て
い
る
町
内
社
会
教
育
関
係
団
体
の
リ
ー
ダ
1
4
氏
に
ご
登
 

場
ね
が
い
、
新
し
い
年
の
決
意
や
抱
負
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

体
協
発
足
（
昭
和
 48 

年
）
以
来
の
基
 

本
方
針
で
あ
る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
 

り
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
い
 

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽
 

に
出
来
る
ス
ポ
ー
 

ッ
活
動
を
2
本
の
 

柱
と
し
て
活
動
を
 

展
開
し
て
ま
い
り
 

大島会長 

ま
し
た
。
 

今
後
も
、
 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
」
 

の
た
め
、
町
内
の
各
種
団
体
と
連
携
を
 

密
に
し
、
 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
赤
池
」
 
を
 

目
指
し
遭
進
致
す
所
存
で
す
。
尚
一
層
 

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

) 

さ
ん
が
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
指
 

導
者
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
 

す
。
こ
の
紙
粘
土
人
形
を
習
い
た
い
方
 

が
い
ま
し
た
ら
5
名
以
上
の
仲
間
の
方
 

を
お
誘
い
合
せ
下
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
 

'
‘
八
 

は
町
民
会
館
ま
で
ご
連
絡
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

容
⑩
ー
四
一
〇
〇
 

乗
船
者
募
集
 

福
岡
 

県
青
年
の
船
が
今
年
5

月
 

に
、
中
国
と
大
韓
民
国
を
 

訪
間
し
ま
す
。
国
際
的
視
野
を
広
め
、
 

多
く
の
友
と
語
ら
い
素
晴
し
い
体
験
を
 

し
、
人
生
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
ま
せ
ん
か
。
 

詳
し
く
は
町
民
会
館
へ
か
⑩
四
一
〇
〇
 

言
っ
た
ら
笑
い
の
種
に
な
る
」
な
ど
と
 

わ
た
し
た
ち
の
行
動
や
考
え
方
の
基
準
 

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
 

た
と
え
ば
 
「
夜
に
爪
を
切
れ
ば
親
の
 

死
に
目
に
合
え
な
い
」
「
結
婚
式
は
で
き
 

る
だ
け
大
安
の
日
に
」
「
葬
式
は
友
引
の
 

日
に
す
る
な
」
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
 

次
代
を
背
負
う
 

P
T
A
協
議
会
会
長
大
穂
 

稔
 

次
代
を
背
負
っ
て
行
く
子
供
達
が
、
 

健
全
で
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
 

欲
し
い
と
願
う
気
持
ち
は
、
父
母
、
教
 

師
、
地
域
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
 

賓 
人の心の 

豊かさを 

もとめて 

歳
の
若
い
演
技
が
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
 

て
く
れ
ま
し
た
。
展
示
会
場
で
は
、
作
 

品
内
容
の
向
上
に
あ
わ
せ
て
出
品
点
数
 

も
年
々
増
加
し
、
町
民
会
館
一
杯
の
盛
 

況
振
り
で
し
た
。
初
め
て
の
企
画
と
し
 

て
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
例
年
と
一
 

味
違
っ
た
展
示
会
は
好
評
で
し
た
。
 

町
民
誰
も
が
気
軽
に
参
加
出
来
る
よ
 

う
、
今
後
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

幸
い
町
内
に
は
優
れ
た
指
導
者
が
数
多
 

く
お
ら
れ
ま
す
。
お
互
い
に
 
「
ふ
れ
あ
 

い
と
文
化
の
町
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
 

ミ
ノ
き
ノ
ミ
ノ
ミ
ノ
・
ミ
）
ミ
ノ
ミ
ノ
ミ
ノ
ミ
ノ
ミ
（
寒
ノ
ミ
ノ
ミ
《
ミ
ノ
き
ノ
 

し
か
し
、
青
少
年
の
非
行
は
低
年
令
化
 

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
小
学
校
時
代
は
温
 

順
な
‘
子
供
達
が
中
 

学
校
に
入
り
急
に
 

非
行
化
す
る
か
の
 

よ
う
に
云
わ
れ
ま
 

す
が
、
そ
う
で
し
 

ょ
う
か
、
い
や
非
 

大穂会長 

行
の
芽
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
小
学
 

校
時
代
か
ら
芽
ば
え
て
い
る
の
で
す
。
 

子
供
達
は
親
の
背
中
で
育
つ
と
い
わ
れ
 

ま
す
。
父
母
の
や
さ
し
い
愛
情
と
同
時
 

に
父
親
の
厳
し
い
態
度
が
必
要
で
す
。
 

お
互
い
に
我
子
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
 

よ・フ。 

人と人とに出逢いが 

ある様に、人と言葉に 

も出逢いがある。長い 

人生の中ではずい分と 

心に残る言葉もある。 

その人がどんな言葉に 

出逢ったかによって人 

生観がうかがわれるも 

のである。 

ぜひ今年は人との出 

逢いもさることながら 

言葉との出逢いも大切 

にしていきたい。 

少
年
少
女
合
唱
団
員
募
集
 

昨
年
実
施
し
た
童
謡
ま
つ
り
で
、
町
 

内
外
に
赤
池
町
の
名
を
広
め
、
暗
い
イ
 

メ
ー
ジ
の
筑
豊
に
明
る
い
光
を
投
じ
た
 

想
い
が
致
し
ま
す
。
 

本
年
は
、
こ
の
合
唱
を
更
に
充
実
す
 

る
た
め
、
町
内
で
 
「
歌
の
好
き
な
人
、
 

歌
っ
て
み
た
い
人
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

入
募
集
要
項
V
 

①
入
会
金
廿
千
円
 
②
会
費
廿
月
千
円
 

③
練
習
日
廿
毎
週
日
曜
日
午
後
一
時
 

④
練
習
場
所
廿
町
民
会
館
 

⑤
指
導
者
〇
大
塚
 
玲
子
先
生
 

0
中
津
川
裕
子
先
生
 

※
詳
し
い
こ
と
は
町
民
会
館
ま
で
、
ご
 

連
絡
下
さ
い
。
公
⑩
ー
四
一
〇
〇
 

合
理
的
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
誰
が
ど
 

の
よ
う
に
し
て
生
み
だ
し
た
の
か
わ
か
 

。 

り
ま
せ
ん
が
「
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
 

る
か
ら
」
と
か
「
親
か
ら
そ
う
し
ろ
と
 

言
わ
れ
て
き
た
か
ら
」
な
ど
で
従
っ
て
 

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
り
つ
づ
 

人
雅
と
部
メ
R
 (M引
〉
 

D
・・ー 

あ
な
し
た
噴
ノ
の
生
潰
と
し
き
た
ム
ノ
 

よ
め
 

の
女
は
嫁
に
も
ら
う
な
」
な
ど
と
、
言
 

い
伝
え
や
迷
信
に
、
わ
た
し
た
ち
の
行
 

動
が
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
 

で
す
。
 

こ
れ
ら
の
し
き
た
り
や
迷
信
は
 
「な 

な
っ
と
く
 

る
ほ
ど
ー
」
 
と
納
得
で
き
る
科
学
的
で
 

人権学習 

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
き
た
り
や
迷
 

信
は
、
わ
た
し
た
ち
の
頭
や
心
の
中
に
 

深
く
し
み
つ
き
、
社
会
生
活
と
結
び
つ
 

い
て
 
「
社
会
の
し
き
た
り
」
 
や
 
「
世
間
 

の
常
識
」
と
な
っ
て
強
制
力
を
も
っ
て
 

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
、
わ
 

今
後
の
広
解
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
 

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
用
い
方
に
 

た
し
た
ち
が
と
ら
わ
れ
続
け
る
と
、
正
 

し
い
考
え
方
や
行
動
が
ク
マ
ヒ
）
し
て
 

し
ま
い
が
ち
や
、
お
か
し
さ
に
気
づ
か
 

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
社
会
 

生
活
を
営
む
時
に
、
家
柄
や
血
筋
に
こ
 

き
せ
ん
 

だ
わ
っ
た
り
、
人
に
対
し
て
貴
賎
（
身
 

ぺ
つ
 

L
 

分
の
高
い
人
、
低
い
人
）
や
蔑
視
（
見
 

さ
げ
る
こ
と
）
の
考
え
を
も
っ
て
行
動
 

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
 

最
近
、
福
岡
県
が
迷
信
や
し
き
た
り
 

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
 
「
お
か
し
 

い
と
思
う
が
自
分
だ
け
が
反
対
し
て
も
 

 ,',III ・I、’ ''f 雪●‘''L 

コ
 

▲
除
夜
の
鐘
に
、
ゆ
く
年
の
 

参数々
の思い出が脳裏をよき 

把
刻
り
、
来
る
年
の
希
望
が
大
き
く
 

み
「
 

ひ
ろ
が
っ
て
く
る
。
お
ご
そ
か
 

ラ

 

に
、
力
強
い
鐘
音
に
、
こ
の
年
 

の
幸
多
か
れ
と
祈
り
つ
つ
、
本
欄
の
始
 

発
と
し
ま
す
▲
昨
年
を
ふ
り
返
る
と
、
 

町
制
 50 

周
年
に
明
け
、
 
50 

周
年
に
暮
れ
 

た
一
年
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
、
趣
向
 

を
こ
ら
し
県
内
外
に
 
「
赤
池
」
を
ア
ピ
 

ー
ル
し
た
ゆ
く
年
で
あ
っ
た
▲
住
民
パ
 

ワ
ー
で
 
「
地
方
の
時
代
」
を
切
り
拓
く
 

地
区
公
民
館
連
合
会
、
住
民
福
祉
を
基
 

本
に
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
に
取
り
組
む
 

体
育
協
会
、
心
の
ゆ
と
り
を
め
ざ
す
文
 

化
団
体
協
議
会
な
ど
幅
広
い
活
動
の
中
 

で、 

一
歩
一
歩
確
実
に
推
進
し
て
い
る
。
 

こ
の
活
動
が
地
域
活
動
の
栄
養
と
な
り
、
 

こ
れ
か
ら
の
運
動
の
根
と
な
り
、
大
輪
 

の
花
と
し
た
い
も
の
だ
▲
団
体
が
よ
り
 

温
か
い
人
間
の
つ
な
が
り
を
求
め
、
よ
 

り
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
創
造
を
目
指
 

し
て
、
住
民
が
結
集
し
、
対
話
し
、
学
 

び
合
い
、
協
力
し
合
い
、
共
通
課
題
で
 

あ
る
「
赤
池
づ
く
り
」
を
推
し
進
め
る
 

来
る
年
▲
日
進
月
歩
で
進
む
社
会
教
育
 

活
動
。
 

「
同
意
」
と
 
「
共
感
」
 
の
は
ぎ
 

ま
の
中
に
、
今
後
も
幾
多
の
困
難
が
あ
 

り
、
住
民
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
進
ん
 

で
い
く
社
会
教
育
。
毎
年
の
活
動
の
く
 

り
返
し
の
な
か
で
、
足
踏
み
す
る
こ
と
 

な
く
、
 

一
歩
で
も
半
歩
で
も
前
進
し
て
 

い
き
た
い
。
 

【クリスマス会のリハーサル風景】 

瓜石】t竺っ5ヲ（」J〕寄 蒼い会（会長 木村宏）現在会 

L 二」、二、Iージ 員16名、年々会員減少の状況で、 
In あかいけ
' ’ニ ー ー ー ー 恒例の子どもクリスマス会を迎え

悪戦苦闘の毎日が続く。 町民会館裏のプレハブに連日

足を運ぶ彼らだが、それぞれ仕事を持ち、なにかと忙

しいこの時期に会員全員が集まることは厳しい。それ

でも彼らは会場いっぱいに子どもたちの笑い声が響く

ことを願って燃えている。台本・衣装・大道具、全て

手作りの舞台上で、一生懸命に演じる姿は子どもたち

の瞳にクリスマスツリー以上に美しく輝いて映るに違

いない。

よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
習
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
や
 

む
を
得
ず
用
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
＋
分
ご
認
識
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

し
か
た
が
な
い
」
 
と
言
う
回
答
が
多
く
 

あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
幸
せ
や
 

平
等
、
人
権
を
守
り
明
る
い
社
会
を
つ
 

く
る
た
め
に
も
、
し
き
た
り
や
迷
信
に
 

つ
い
て
考
え
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
 

、レ」 

、き」
 

1
月
 25 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 


